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ARC WATCHING 2023年7月 

金融機関の「削減貢献量」の活用を促す 

◆金融庁の検討会、金融機関のネットゼロ取組みで削減貢献量の概念導入を提唱 

2023年5月、金融庁の脱炭素等に向けた金融機関等の取組みに関する検討会

は、金融機関のネットゼロに向けた取組みに関する提言案をまとめた。金融機関

が気候変動対応を行う際のさまざまな論点を取りまとめたもので、その中で、金

融機関自身や投融資先企業の排出量だけでなく、投融資先企業が取引先や顧客な

どの排出削減にどの程度貢献したかを示す「削減貢献量（avoided emissions）」

を指標として重視することが提唱された。金融機関が投融資先企業との実効的な

対話活動において削減貢献量の概念を導入することで、企業の脱炭素へのイノ

ベーションを促進し、社会全体の排出削減に貢献できるとした。 

 

◆削減貢献量を認める要件は厳格に、Scope1,2,3とは別に把握 

提言案は、wbcsdの「Guidance on avoided emissions」（23年3月）に基づき、

削減貢献量を認める要件は厳密であるべきとした。また投資家からの誤認を防ぐ

ため、削減貢献量は自社や取引先の排出量（Scope1,2,3排出量）から控除せず、

分ける必要があるとした。企業の削減貢献製品が普及すれば、その企業の

Scope1,2,3排出量が増える場合があるが、社会全体での削減につながる。 

検討会では、削減貢献量の考え方を導入する効果と、削減貢献が認められるた

めの要件を整理

している。 

wbcsd の ガ イ

ダンスは、23年

のG7でもその重

要性を評価され

ている。 

企業にとって

は、より積極的

に削減貢献製品の開発に取り組む状況が整いつつある。 【新井喜博】  


